
平成19年の  
四国地域における渇水報告

平成19年１０月５日

四国地方整備局
 

河川部
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早明浦ダム

銅山川３ダム

鏡ダム大渡ダム中筋川ダム

石手川ダム

：取水制限中のダム

：自主節水中のダム
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長安口・小見野々ダム
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平成１９年　 四 国 の 渇 水 （  ダ ム 状 況 ）

：枯渇または底水活用中のダム
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第１次取水制限
農業用水44％、水道用水55.1％

工業用水80.8％、河川維持用水19.9％

：取水制限を実施していないダム

図中の赤数字は前日貯水率との差

第４次取水制限
工業用水50％、水道用水15％

農業用水15％
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第２次取水制限（農業用水30％）

第４次取水制限
既得農業用水33.3％、特定灌漑用水35％

水道用水30％

　　　第６次取水制限
　　　（農業用水60％、工業用水60％）

　　　川口ダムの底水容量からの緊急放流

第３次取水制限
（徳島用水21.1％、香川用水50％）

自主節水
（農業用水20％、水道用水20％）

6月4日17時～7月6日18時（33日間） 2月2日0時～7月15日0時（164日間）

4月17日9時～6月30日9時（75日間）

1月16日16時～2月16日17時（32日間）
6月11日13時～6月26日14時（16日間）

5月24日9時～7月14日15時（52日間）2月9日15時～2月19日13時（11日間）

 最も渇水が厳しかった時期のダムの状況（貯水率・取水制限率）

１

四国地方整備局管内の渇水について（まとめ）



　　・昨年の冬から続いた記録的な小雨により、異例の時期から自主節水や取水制限を実施。

　　・那賀川水系の長安口ダムで利水補給停止（事実上の枯渇）が発生、早明浦ダムにおいても一時貯水率が２３．５％まで低下した。

　　・7月14日に四国沖を通過した台風４号により貯水率が回復し、１４日に整備局の渇水対策本部は解散した。

四国地方整備局管内の渇水について（まとめ）
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石手川

銅山川

那賀川

吉野川

物部川

自主節水

取水制限

枯　渇

水系ごとの取水制限状況

局長等懇談会資料８８
平成１９年７月３１日

利水補給停止
（事実上の枯渇）

２
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早明浦ダム貯水池状況図
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※利水確保貯水量：今後の需要に対し、この時期に必要な容量のことです。
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　Ｈ19年5月24日9時～　第１次取水制限開始（新規用水20％カット・未利用水100％カット）
　Ｈ19年6月 8日9時～  第２次取水制限開始（新規用水35％カット・未利用水100％カット）
　Ｈ19年6月17日9時～  第３次取水制限開始（新規用水50％カット・未利用水100％カット）
  Ｈ19年7月14日15時　 取水制限解除

利水確保率60％

利水確保率50％

利水確保率45％

利水確保率30％

H19年５月２４日
第１次取水制限開始

H19年６月８日
第２次取水制限開始

H19年6月1７日
第3次取水制限開始

H19年７月１４日
取水制限解除

（千ｍ
３
）

利水確保率100％

H19年２月６日
自主節水開始
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早明浦ダムの貯水池状況
7月２日

 
貯水率23.8%

９月12日 貯水率60.8%

7月１５日
 

貯水率100%

台風4号

台風11号

９月１８日

 
貯水率100%

夏

秋



気候の変動に伴う洪水・渇水リスクの現状

日本の年降水量平年比
 ⇒⇒

 
年毎の変動幅が広がる傾向年毎の変動幅が広がる傾向

（注）気象庁「気候変動監視レポート2006」

2020世紀前半と比較して世紀前半と比較して
著しい少雨の発生著しい少雨の発生※

 

は5年移動平均

５



日本の水資源日本の水資源H19H19よりより『『1.11.1気候変動と水気候変動と水

 資源への影響資源への影響』』よりより

日本の夏（６月～８月）の平均降水量の推移

 ・降雨量は増加し、変動幅が拡大・降雨量は増加し、変動幅が拡大

 ・今後、数十年は平成６年渇水レベルの少雨が生じる・今後、数十年は平成６年渇水レベルの少雨が生じる
予

 測

洪水リスク：大幅に悪化

m
m
/
da
y

（注）１．木本昌秀，2005：地球シミュレータによる地球温暖化予測，水資源学シンポジウム「国連水の日－気候変動がもたらす水問題」
2005年３月23日

 

発表資料
２．黒線が年々の値で，赤線が10年移動平均を施したもの。
３．2071～2100年（黄色）の年々の変動幅は，1971～2000年（水色）と比べて増加している。
４．都市化の影響は考慮されていない。

年

水管理がさらに難しく

渇水リスク：当面は好転しない

気候の変動に伴う洪水・渇水リスクの予測

６
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香川用水（新規）
徳島用水（未利用）
徳島用水（新規）
徳島用水（既得用水＋維持流量）

運用値 自主節水 １次制限節水率
新規20%、
未利用100%

２次制限節水率
新規35%、
未利用100%

３次制限節水率
新規50%、
未利用100%

４次制限節水率
新規75%、
未利用100%

平成１７年渇水時における、
維持流量、既得用水、新規用水について

・池田確保流量は、期別毎の運用値に節水率を乗じて算出した流量である。

・池田地点自流量は、（）内の日付時点における流量である。

（6/11） （6/13）

（6/15） （6/22） （6/28） （8/11）

貯水率65％

貯水率

 

60％
貯水率

 

45％
貯水率

 

30％
貯水率

 

15％

池田地点自流
24.11

13.97
11.36

12.05

10.03 11.37

７
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早明浦ダムが補給した水
量（約　2億4千万m3）

早明浦ダムが
なかった場合の
池田地点流量

不特定用水と新規用水を
合わせた確保必要水量

不特定用水として
確保すべき必要量

貯水率0% 貯水率0%

渇水時の吉野川自流は概ね13m3/s

取水制限の状況
一次 二次三次 一時解除 二次 三次 四次

一時解除

四次

池田地点の流況(平成17年渇水）

平成１７年渇水時においても、早明浦ダムからは
維持流量、既得用水、新規用水への必要な水の補給を行っています。

（維持流量＋既得用水）として

 
確保すべき必要量

（維持流量＋既得用水＋新規用

 
水）を合わせた確保必要水量

８



渇水調整（取水制限）による効果
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

確保貯水量

Ｈ１７無節水

Ｈ１７実績

※利水確保貯水量：今後の需要に対し、この時期に必要な容量のことです。

（千m3） 早明浦ダム節水運用シミュレーション状況図

8/19 0% 8/27 0%

8/5 0% 9/1  0%

6/13 自主節水開始

6/15 １次節水開始

確保貯水量

H17無節水

H17実績

１４日間貯水率０を延ばす。

吉野川水系水利用連絡協議会において、需要状況をふまえ渇水調整（取水制限率等）を決定し、

 ダムを延命させている。平成１７年渇水では、渇水調整の結果１４日間ダムを延命させた。

９




